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あま市民病院だより
　平成31年4月から、あま市民病院は指定管理者制度により、公益社団法人地域医療振興協会
が指定管理者として運営します。

 　
 
 

問 合 先  あま市民病院
〒490・1111　
あま市甚目寺畦田1番地
☎444・0050（代表）
Fax444・0064
http://www.city-ama-hosp.jp/
午前8時30分～午後5時15分
（土・日曜・祝日は除く）
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駐車場は、患者専用駐車場
をご利用ください。
その他、ご不明な点は、あま
市民病院管理課までお問
い合わせください。

 　
 
 

問 合 先  あま市民病院
〒490・1111　
あま市甚目寺畦田1番地
☎444・0050
Fax444・0064
http://www.city-ama-hosp.jp/
午前8時30分～午後5時15分
（土・日曜・祝日は除く）
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第41回 市民公開講座 開催のお知らせ
2月16日(土)
午前10時～11時（開場　午前9時30分）
あま市民病院　講堂
どなたでも参加できます。（予約不要）
腰痛症について
院長　赤毛 義実

あか も よし み
テーマ
講　師

問 合 先  あま市民病院
〒490・1111　あま市甚目寺畦田1番地
☎444・0050（代表） 　Fax444・0064
http://www.city-ama-hosp.jp/

問合時間 午前8時30分～午後5時15分
（土・日曜・祝日は除く）

■参加者の意見(一部を抜粋)
●	病院の場所や診療科があまり知られていない。ＭＲＩや内視鏡検査が他院よりスムーズに受け
	 られることなどをもっと宣伝したほうがよい。
●	健康診断や市民講座などを通じて、市民の健康維持に貢献する取り組みをもっと増やしたい。
●	市民からの安心と信頼を得るために医師確保や近隣医療機関・消防署との連携を強化して、外
	 来や救急の診療機能をもっと高めたい。
●	患者様が、退院後も安心して継続的なケアを受けられる仕組みを作りたい（在宅医療への取り
	 組み等）。

①地域包括ケア（※）の拠点となる病院
急病や入院となる場合でも、必要に応じて専門医や専門医療機関へ導くことで、患者様にとっ
て本当に必要な治療が受けられる橋渡し役になりたいと考えています。その為に総合診療医の
育成や、近隣医療機関・消防署との連携を強化していきます。また、リハビリなどの回復期医療
の体制を整えていきます。

②地域ヘルスプロモーション病院
健康診断や市民講座などの取り組みを通して、市民の健康づくりに貢献します。

③災害に強い病院
もしもの時に機能する病院として、人員確保や教育・訓練を行います。

※高齢者が要介護状態になっても、住み慣れたまちで自分らしい生活を最期まで送れるように地
　域内でサポートし合うしくみを地域包括ケアシステムといいます。

～地域医療振興協会のさまざまな取り組み～
■職員向けワークショップを行いました
　平成30年11月11日(日)、あま市民病院で勤務する職員を対象にワークショップを開催しました。
　あま市民病院に求められる役割について、現在の問題点や課題について多くの意見が出ました。
　今後も定期的にワークショップを開催し、いくつかのチームに分かれて課題を解決する仕組みを
作ることで、より良い病院づくりを実現していきます。

～地域医療振興協会が考える、あま市民病院の将来像～
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